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第１０回公立大学法人宮城大学教育研究審議会（平成２２年１月定例会） 

開催日時 平成２２年１月２０日（水）１４時３０分～１７時１５分 

開催場所 大和キャンパス本部棟４階 応接会議室 

出 席 者 
馬渡、白石、保理、武田、金子、大和田、池戸、桑名、大泉、鈴木、徳永、山田、三石、

西川、吉田、真覚、梶、蒔苗、本藏、加藤、坂本（２１名中２１名出席） 

欠 席 者 なし 

委 員 以 外

の 出 席 者 
日原 

事 務 部 小林、中村、新妻、眞山、佐々木、諸星 

議事概要  

１ 教育研究審議会議事録について  

（１）第９回審議会議事録の確認について 

   原案どおり全会一致で承認された。 

（２）第１０回審議会議事録署名人の指名について  

議事録署名人に大和田委員が指名された。  

 

２ 審議事項 

（１）教員の任期及びテニュアに関する規程（案）及び関連規程の改正について 

                                  資料１ 

平成２２年４月以降に採用す る教員から、准教授、講師及び 助教に任期制

（初任時４年、再任時５年）を適用するとともに、教授として採用若しくは教

授に昇任した教員又はテニュア審査に合格した准教授等にテニュア制を適用す

ることを定める「教員の任期及びテニュアに関する規程（案）」及び教員人事

規程等の改正案が全会一致により承認され、理事会に諮ることとされた。 

（２）共通教育センター規程（案）について              資料２ 

   教育組織としての共通教育センターの機能等について定める「共通教育セン

ター規程（案） 」について武田委員より説明があり、 全会一致により承認さ

れ、理事会に諮ることとされた。 

（３）特任教員の取扱いに関する要綱の一部改正について        資料３ 

   特任教員の人数を定めた第５条に第２項を加え、理事会が特に必要と認める

場合に、共通教育センターに配置定数外で特任 教員を置くこと を可能とする

「特任教員の取扱いに関する要綱」の一部改正について白石委員より説明があ

り、全会一致で承認された。 

（４）エコキャンパス推進会議規程（案）について           資料４ 

   本学の環境の維持・保全・美化、省資源・省エネルギー、廃棄物の排出規

制、再利用及び再生利用、教職員及び学生の環境意識の向上等に取り組む宮城

大学エコキャンパス推進会議の組織、運営について定める「エコキャンパス推

進会議規程（案）」について保理委員から説明があり、全会一致により承認さ

れ、理事会に諮ることとされた。 

（５）宮城県との相互協力協定について                資料５ 

   法人と宮城県の試験研究機関等の各機関が連携協力を進める根拠となる包括

的な相互協力協定を３月までに締結する計画である旨、保理委員から説明があ

り、全会一致により承認され、理事会に諮ることとされた。また、池戸委員よ

り、産業技術総合センターとの人事交流、施設の相互利用、外部資金獲得に係
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る協力等を進める方針であることが説明された。 

（６）名誉教授の称号授与について                 資料６ 

   平成２１年度末で定年退職予定の看護学部、○○○○○○○について、看護

学部長桑名委員より名誉教授称号授与の申請があった。本学での教授としての

勤務年数が９ .５年あり（助教授の期間も換算）、さらに、県の県立大学設置準

備室において１年間開学準備に携わり、本学の設置に多大な貢献をされたこと

から、名誉教授称号授与規程の要件を充足しているので、名誉教授の称号を授

与することを適当と認め、○○○○への名誉教授称号の授与について、全会一

致により承認され、理事会に諮ることとされた。 

（７）学長選考会議委員の選出について               資料７ 

   学長選考会議の委員として、各学部からの推薦により教育研究審議会から次

の３人を選出した。 

    吉田俊子委員（看護学部教授） 

 蒔苗耕司委員（事業構想学部教授） 

 加藤徹委員（食産業学部教授） 

 

２ 報告事項 

（１）理事長・学長報告 

  ①第１５回理事会について                  報告資料１ 

1２月２５日に第1５回理事会（定例会）が開催され、平成２２年度事務

職員人事について審議され、派遣期間が満了する県からの派遣職員１６人の

後任に、法人採用職員９人、県からの新規派遣職員７人を充てることとした

こと等が報告された。 

②第５回評価委員会について                            報告資料２ 

１月２０日に第５回評価委員会が開催され、平成２２年度の教員評価につ

いて、専門委員会で検討し、全学、学部等の委員会業務に係る素点を見直す

等、評価基準が、より客観的なものとなるよう修正を加える案が提出された

ことが池戸委員より報告された。 

③学習奨励基金について                              

学外から寄附を募るための「宮城大学学習奨励基金趣意書」を資料のとお

り作成したことが大和田委員から説明された。 

④学外研究資金の獲得状況について               報告資料３ 

平成２１年度の学外研究資金の獲得状況について、受託研究に係る間接経

費が尐ないことから、目標額には約２４０万円不足しており、今年度内の各

学部・研究科の協力を依頼するとともに、次年度は教員が増員となることか

ら研究費の増が期待できるが、学部横断的な取組が期待される旨、金子委員

より説明があった。また、間接経費は各教員に配分される研究費の財源とな

っており、これが減尐すれば 他の財源を研究費に充てる 必要があることか

ら、法人財政への影響もあることが大和田委員から説明された。 

⑤平成２２年度入学試験成績（他大学）比較について         報告資料４ 

    平成２２年度前期試験合格者成績について、大学入試センター試験の平均得点率

を東北地方の他の国公立大学類似学部と比較した結果について、学長より報告され

た。 

  ⑥平成２２年度卒業生の就職状況について              報告資料５ 

 １月４日現在の内定率について日原キャリア開発室長から説明があり、併せて未

内定者の活動状況、支援状況等について関係学部から報告があった。未内定者には
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各ゼミ等の担当教員とキャリア開発室が連携して支援に当たることが重要であるこ

とから、これについて関係指導教員に一層の周知を図ることが確認された。 

  ⑦教員免許状更新講習について                  報告資料６ 

    教員免許状更新講習について、７月１日付けで文部科学省から５講習の認定を受

け、１０月から４講座を実施し（１講座は予約申込が１０人に満たず開講せず。）、

計４８人が受講したことが真覚委員から報告された。また、財務課より、当該講習

に係る受講料収入と講習に要する経費の支出が、ほぼ均衡していることが報告され

た。 

 

（２）教授会審議状況報告 

 ①看護学部（桑名学部長）                    報告資料７ 

   1月６日に第６回教授会を開催し、次期看護学部長候補者に桑名現学部長が選出

されたこと、教授会議事録を運営会議で確認できるよう「教授会運営内規」を改正

し理事会に届け出ることとしたこと、昇任人事に係る選考委員を選出したこと等が

報告された。 

 ②事業構想学部（大泉学部長）                  報告資料８ 

   1月１３日に第６回教授会を開催し、平成２１年度教育費予算執行及び平成22年

度教育費予算計画について審議したこと等が報告された。 

 ③食産業学部（池戸学部長）                   報告資料９ 

   1月1３日に第９回教授会を開催し、人事について、採用１件、昇任６件、再雇

用１件に係る選考委員の選出を行ったこと、平成22年度当初予算について審議し

たこと等が報告された。 

 ④看護学研究科（武田研究科長）                 報告資料１０ 

   1月６日に教授会を開催し、次期看護学研究科長候補者に武田現研究科長が選出

されたこと、学部同様に「教授会内規」を改正し理事会に届け出ることとしたこと

、博士後期課程の設置に伴い改正が必要な「履修規程案」、「学位論文審査要綱案」

等を審議し、「履修規程案」は継続審議となったこと等が報告された。 

 ⑤事業構想学研究科（金子研究科長）               報告資料1１ 

   1月１３日に第６回教授会を開催し、学部同様、平成２１年度教育費予算執行及

び平成22年度教育費予算計画について審議したこと、博士後期課程の二次募集に

ついては、応募がなかった旨の報告がなされたことが報告された。 

 ⑥食産業学研究科（鈴木研究科長）                報告資料1２ 

   1月1３日に第８回教授会を開催し、平成22年度当初予算、学位論文審査要綱等

について審議したこと、修士課程秋期選抜試験に３人が合格し、修士課程合格者が

８名となったこと、また、冬期選抜の応募状況について報告がなされたことが報告

された。 

 

（３）学内委員会等報告について 

  ①評価委員会                           報告資料２ 

    ※ 理事長・学長報告事項、②第５回評価委員会に同じ。 

②学務入試委員会 

  ※ 該当なし 

  ③学生生活委員会（徳永委員長）                  報告資料5 

１２月の学生委員会において、退学者の退学理由を精査したが経済的な理由によ

る退学はなかったこと、就職活動によりメンタル的な問題を抱えている学生がいる

こと等について報告がなされたことが報告された。 
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    ※ 理事長・学長報告事項、⑤平成２２年度卒業生の就職状況について 

  ④研究委員会 

※ 該当なし 

   ⑤共通教育運営委員会（武田委員長）              報告資料１３ 

     1月１３日に共通教育運営委員会を開催し、○○○○○○○○○の後任人事に

係る選考委員の選出を行ったこと、平成２２年度の共通教育科目担当教員案、同

時間割、平成２２年度当初予算要求等について審議したことが報告された。  

   ⑥総合情報センター運営委員会 

 ※ 該当なし 

   ⑦国際センター運営委員会 

     ※ 該当なし 

⑧地域連携センター運営委員会（西川委員長） 

     今後の活動予定について、次のとおり報告があった。 

・３月２５日 地域連携セミナー（シルバーセンター） 

・２月 ５日 気仙沼市との連携に係る覚書調印式、セッション（大和） 

・３月第４週 白石市との連携協定の調印（予定） 

 

この議事録は，公立大学法人宮城大学第１０回教育研究審議会議事録である。 

 

                   平成２１年２月１７日 

 

    公立大学法人宮城大学教育研究審議会 議 長  馬 渡 尚 憲 

 

議事録署名人  大和田 克 己 

 

 

 


